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ALPS処理水第三者分析の実施
及び信頼性確保に向けて



この報告では、

①ALPS処理水第三者分析とは

②第三者分析の実施状況

③第三者分析の信頼性確保に向けて

について、ご紹介します。



ALPS処理水第三者分析とは(1) 1

動画

※画像をクリックすると動画が再生されます。
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ALPS処理水第三者分析とは(2)

◆ALPS処理水中の核種が法律で定めた値を満たすまで浄化されていることの確認が必要
◆海洋放出前にはトリチウム濃度が放出基準を満たしていることの確認が必要

大熊分析・研究センターは、東京電力とは独立した第三者の立場で分析を実施(第三者分析)。

◆第三者分析①：ALPS処理により確実に浄化されていることを確認。
◆第三者分析②：海水により大幅に希釈され、放出基準を満足していることを確認。
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※経済産業省、東京電力広報資料を基にJAEAにて作成



◆ ALPS処理水第三者分析では放出基準を満足しているか確認する29核種、有意に存在していないこと
を確認する39核種を測定

◆ 29核種については、放出基準(告示濃度比総和※が1未満)以下であることを確認
※複数の核種を含む場合、核種ごとの濃度に対する告示濃度限度に対する割合を足し合わせで評価することとなっており、それぞれの比の総和。

ALPS処理水第三者分析とは(3) 3



第三者分析の実施状況(1)

➤トリチウムの濃度が放出基準（1,500Bq/L）を下回るまで、
海水で希釈されていることを確認。

分析結果 海水希釈前（タンク） 海水希釈後（放水立坑）

第1回 14万Bq/L 38～58Bq/L （東電HD：43～63Bq/L）

第2回 14万Bq/L 60～96Bq/L （東電HD：63～87Bq/L）

第3回 13万Bq/L 52～78Bq/L （東電HD：55～77Bq/L）

【JAEAによるトリチウム濃度分析結果】

➤ALPS処理によりトリチウム以外の核種（68核種）が放出
基準（規制基準）未満まで浄化されていることを確認。

※確認後、さらに海水で100倍以上希釈されることにより、規制基準を
大幅に下回るレベルになる。

【告示濃度比総和とは？】
放射線核種ごとに定められた規制
基準（告示濃度限度）について、
比率を計算・評価し、比率の合計
値を告示濃度比総和と呼びます。

【JAEAによるトリチウム以外の核種分析結果】

分析②：トリチウムの分析（海水希釈前→希釈後）分析①：トリチウム以外の核種分析（海水希釈前）

【成果①トリチウム分析のための設備を整備を完了させ、第三者分析を開始】
◆今年度３回採取した試料の第三者分析では、ALPS処理による浄化及び海水希釈により、放出される
処理水が規制基準を確実に下回ることを確認

確認分析を第三者分析機関が行うことで、測定結果の信頼性を確保。
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分析結果
（公表日）

放出基準（告示濃度比総和＜１）
を満足しているかを確認する29核種

有意に存在していない
ことを確認する39核種

第1回
（2023/6/22）

告示濃度比総和 0.28＜１
（東電HD：0.28）

有意に存在していないことを
確認。
(東電HDの結果も同じ)

第2回
（2023/9/21）

告示濃度比総和 0.21＜１
（東電HD：0.25）

第3回
（2023/10/19）

告示濃度比総和 0.26＜１
（東電HD：0.25）



◆それぞれの核種に応じた前処理を実施。

◆複数の前処理方法を組み合わせる場
合もある。

＜主な前処理方法＞
・沈殿生成 ・蒸発乾固
・遠心分離 ・酸溶解
・溶媒抽出 など

◆適切な分析装置を選定。

液体シンチレーションカウンタ（β線）Ge半導体検出器(γ線) ICP-MS(質量分析計)

分析装置一例

第三者分析の実施状況(2)(トリチウム以外の68核種の分析） 5
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前処理①

①-3 蒸留により測定を妨害する
核種を除去します。

①-2 不純物を除去します。

①-1 試料を分取します。

光電子
増倍管

光電子
増倍管

サンプル

シンチレータは放射線を受けると発光する。
この光を測定します。

測定②

②-2液体シンチレーションカウンターで測定します。

②-1 シンチレータを添加します。

使用するガラスバイアル
(20ml)

試料セット時

・基準となる値やこれまでの測定結果と比較
・第三者分析の分析値の妥当性を確認・評価

確認・評価③

③解析・評価

結果を報告・公表④

・全ての測定結果の妥当性を確認後、国へ報告
・大熊分析・研究センターHPに結果を公表

◆ 対象によっては、前処理が複雑

◆ より迅速・簡易的な分析手法の開発

【ALPS処理水分析の今後の課題】

第三者分析の実施状況(3)(トリチウム分析) 6



【成果②第三者分析機関としての信頼性を証明】
～IAEAが実施した比較試験結果と良好に一致～
◆大熊分析・研究センターではALPS処理水分析を行うために、これまで様々な分析手法を検討、確立

◆国の定めた分析方法を中心に独自にALPS処理水の分析手法を選定
（メリット）東京電力とは異なる方法もあるため多角的な確認が可能

IAEA報告書：
First 
Interlaboratory 
Comparison on the 
Determination of 
Radionuclides in 
ALPS Treated 
Water 選定した分析手法と測定結果の妥当性、確かな分析能力を証明。

第三者分析の信頼性確保に向けて ～分析能力向上に向けた取組(1)～

◆ IAEAによる「ALPS処理水の放射性核種分析における分析機関間比較結果」と比較。

■選定した分析手法の妥当性、分析能力をどう評価するか

◆ 分析結果が良好に一致。

核種 IAEA IRSN KINS LANL LS 大熊

3H 151500±1300 146000±9000 1600400±2800 145800±1500 165800±7300 1.49E+05
±4.3E+03

14C - 15.2±1.1 13.25±0.84 - - 12.6±1.1

60Co 0.382±0.020 0.373±0.037 0.387±0.044 0.361±0.020 0.380±0.010 0.360±0.029

63Ni 2.799±0.090 2.41±0.15 2.018±0.087 - 3.10±0.20 3.01±0.14

90Sr 0.32±0.14 0.41±0.12 0.404±0.019 - 0.430±0.030 0.314±0.033

99Tc 0.792±0.017 0.63±0.14 <0.0037 - 0.750±0.14 0.656±0.069

125Sb 0.1010±0.0090 <1.3 <0.39 0.088±0.010 0.150±0.010 0.131±0.022

129I 2.03±0.16 1.87±0.16 1.14±0.12 <20 1.90±0.30 2.04±0.081

137Cs 0.471±0.025 0.466±0.038 0.472±0.037 0.4660±0.060 0.502±0.031 0.459±0.036
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【成果③ISO/IEC17025、JCACの分析技能認定を取得】
◆ 大熊分析・研究センターでは、分析能力維持・向上と、より精度の高い分析を実施するため令和６年３月末に

ISO/IEC ※17025を取得見込み

◆ 日本分析センター(ISO/IEC17043取得機関）が実施する試験所間比較試験に参加。これまでに１０名の分析
技術者たちの技能認定を取得

※ISOとは、国際標準化機構（International Organization for Standardization）が定めた規格。
ISO/IECとは、「国際電気標準会議(IEC)」と「国際標準化機構(ISO)」が共同で開発した規格。

トリチウム分析研修
(日本分析センターで実施)

・講義
・実習

筆記試験 実技試験 技能認定取得

①ISO/IEC 17025取得機関の分析には、技能認定を受けた技術者が必要。
②技能認定のためには実技試験の合格が必須。

◼ 何故、ISO/IEC 17025が必要か

■文書管理

■技能認定 など

①組織(人材)

■分析手法の妥当性確認 など

③分析手法

■測定装置校正 など

②設備・装置

■設備点検、維持管理

◼ 何故、技能認定を受けるのか

信頼性を確保した
分析結果の提供

・組織の技術、管理能力向上 ・信頼性を確保した結果が出せる力量の証明 ・国際的な信頼及び信用の確保

【疑問】 公表される結果は正しいか、大熊分析・研究センターに結果を出す力量はあるか。

ISO/IEC 17025の取得が、大熊分析・研究センターの分析能力を証明

第三者分析の信頼性確保に向けて ～分析能力向上に向けた取組(2)～ 8



最後に・・・

【今後の目標】
➢ 継続した分析能力の向上及び維持・管理に向けた取組
➢ より効率的な分析手法の開発
➢ １F廃炉事業への安全、着実な貢献

【成果・貢献】
➢ 信頼性を確保した分析結果を国に報告、公表する事で、
地域住民の皆様への安心、国際社会からの信頼確保に貢献

【やりがい】
➢ ALPS処理水の分析は、１F廃炉を安全かつ着実に進めるため、
福島の復興に必要不可欠であり、社会的に果たす役割が大きい。

➢ 分析上の課題を自ら捉え、改善していく経験を積む事でより高い
スキルを身に着けていく事が出来る。
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ご清聴ありがとうございました。
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